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特 集

市
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
特
集
ペ
ー
ジ
で
す
。

今
回
は
、公
益
社
団
法
人
菊
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
、

赤
土
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま

に
、
ご
苦
労
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
向
上
を
目
指
し
ま
す

赤
土
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
皆
さ
ま
に
聴
き
ま
し
た

　
循
環
型
社
会
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
赤
土
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
当
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
収
集
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク

ル
品
は
、
市
内
全
体
で
収
集
さ
れ
る
量
の
約
30
％
に

達
す
る
そ
う
で
す
。
現
在
、
８
名
の
シ
ル
バ
ー
会
員

の
皆
さ
ま
に
よ
っ
て
、
休
祭
日
を
問
わ
ず
、
毎
日
赤

土
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
管
理
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

〈
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
は
〉

・
分
別
を
し
っ
か
り
し
て
搬
入
し
て
く
れ
た
と
き
。

・「
お
疲
れ
様
」
と
感
謝
さ
れ
た
と
き
。

〈
利
用
者
が
多
い
時
間
帯
や
曜
日
は
〉

・
休
日
は
朝
か
ら
多
く
の
方
が
み
え
る
。

・
平
日
は
、
通
勤
途
中
だ
と
思
い
ま
す
が
、
始
業
か

ら
と
、
終
業
１
時
間
前
に
多
く
の
方
が
み
え
る
。

〈
回
収
す
る
ゴ
ミ
の
中
で
、
持
込
の
多
い
も
の
の
種
類

は
〉

・
廃
プ
ラ
が
最
も
多
く
、
続
い
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ア
ル
ミ
缶
が
多
い
。

〈
夏
の
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
た
が
、
持
ち
込
ま
れ
る
リ

サ
イ
ク
ル
品
に
変
化
は
〉

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
多
く
な
っ
た
。

・
季
節
に
は
関
係
な
い
が
、
食
用
油
の
回
収
が
多
く

な
っ
た
。

〈
市
民
に
知
っ
て
ほ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
出
し
方
で

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
〉

・
電
池
、
ス
プ
レ
ー
缶
等
の
回
収
で
き
な
い
物
の
持

込
や
、
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶
の
分
別
、

キ
ャ
ッ
プ
の
外
し
忘
れ
等
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。福嶋さん

〈
外
国
籍
の
方
の
利
用
は
ど
れ
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
〉

・
外
国
籍
の
方
の
利
用
は
１
割
程
度
で
す
が
、
皆
さ

ん
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

落合さん（左）秋田さん（中）福嶋さん（右）

秋田さん
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・
分
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
い
て
く
れ
て
、
日
本
語
で

も
対
応
で
き
ま
す
。

〈
今
後
、
容
器
包
装
以
外
の
衣
装
ケ
ー
ス
や
バ
ケ
ツ

等
の
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
収
集
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
収
集
さ
れ
る
側
と
し
て
何
か
あ
り

ま
す
か
〉

・
サ
イ
ズ
が
大
き
い
の
で
、
収
集
方
法
を
検
討
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

〈
雨
天
時
の
ご
苦
労
は
〉

・
カ
ッ
パ
を
着
用
し
て
の
作
業
に
な
る
た
め
、
暑
い

時
に
は
熱
中
症
へ
の
注
意
が
必
要
。

〈
搬
入
さ
れ
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

出
し
方
等
に
つ
い
て
注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
注
意
を
伝
え
る
に
あ

た
っ
て
心
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
〉

・
乾
電
池
や
蛍
光
管
、
時
に
は
生
ゴ
ミ
も
搬
入
し
よ

う
と
さ
れ
る
方
が
み
え
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
に
は
、

回
収
方
法
（
回
収
先
）
に
つ
い
て
、
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
伝
え
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

〈
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
営
業
時
間
外
で
の
搬

入
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〉

・
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
搬
入
で
き
な
い
物

品
（
蛍
光
管
等
）
の
搬
入
や
、
搬
入
で
き
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
廃
プ
ラ
を
所
定
外
の
場
所
に
放
置
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。

〈
そ
の
他
〉

・
１
週
間
に
３
日
程
度
の
勤
務
で
す
が
、
体
を
動
か

し
て
い
る
せ
い
か
体
調
面
は
良
好
で
す
。

〈
取
材
協
力
〉

公
益
社
団
法
人
菊
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

落
合　
広
行
さ
ん
（
常
務
理
事
兼
事
務
局
長
）

秋
田　
　
勝
さ
ん
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
）

福
嶋　
　
登
さ
ん
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
）

　
取
材
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
菊
川
市
の
資
源
の
有
効
活
用
お
よ
び
廃
棄
物
量
の

減
少
に
つ
な
が
る
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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令
和
６
年
度
の
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
初
の
予
算
に
過
不
足
が

生
じ
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
な
ど
を
確
認
し
、
課
題
や
問

題
点
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。

概要

12
月
定
例
会  

審
議
結
果

会
期　
25
日
間　
令
和
６
年
11
月
29
日
～
12
月
23
日

議案
番号 議案名

結
　
果

渥
美
　
嘉
樹

東
　
　
和
子

坪
井
　
仲
治

織
部
ひ
と
み

渡
辺
　
　
修

須
藤
　
有
紀

西
下
　
敦
基

鈴
木
　
直
博

小
林
　
博
文

赤
堀
　
　
博

横
山
　
陽
仁

織
部
　
光
男

倉
部
　
光
世

松
本
　
正
幸

内
田
　
　
隆

横
山
　
隆
一

山
下
　
　
修

議案
第81号

指定管理者の指定について
（菊川市営保養センター「小
菊荘」）

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案
第89号

菊川市議会の議員の議員報酬
及び費用弁償等に関する条例
の一部改正について

可
決○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議
第10号

（修正動議）国の負担で
学校給食の無償化を求め
る意見書

可
決× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

（修正部分を除く原案）
国の負担で学校給食の無
償化を求める意見書

可
決× ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ －

※○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　※議長（山下　修）は採決に加わらない。
すべての議案名および審議結果は菊川市議会ホームページをご覧いただくか、議会事務局へお問い合わせください。

賛否が分かれた議案等一覧表賛否が分かれた議案等一覧表

発 議
１件

議 案
28件

諮 問
１件

建
築
物
等
耐
震
改
修
促
進
事
業

費
、
耐
震
診
断
件
数
17
件
の
増
加
要

因
は
。
ま
た
、
木
造
住
宅
の
耐
震
補

強
の
内
容
は
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ

Ａ
Ｉ
―
０
」
事
業
の
「
わ
が
家
の

専
門
家
診
断
」
の
無
料
診
断
が
本

年
度
で
終
了
と
示
さ
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
駆
け
込
み
需
要
、
能
登

半
島
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向

上
な
ど
に
よ
り
、
申
請
件
数
が
増

加
し
た
と
考
え
て
い
る
。
木
造
住

宅
の
耐
震
補
強
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
建
物
等
で
筋
交
い
を
補
強
す

る
ケ
ー
ス
か
ら
基
礎
や
壁
、
屋
根

ま
で
補
強
が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
建
物
が
地
震
の
揺
れ
に

よ
り
倒
壊
し
な
い
基
準
値
ま
で
強

度
を
引
き
上
げ
る
設
計
を
行
い
、

工
法
が
決
定
さ
れ
る
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　

１
，５
８
８
件
の
診
断
を
し

て
、
改
修
の
実
施
件
数
が
１
７
１

件
と
い
う
こ
と
で
、
な
か
な
か
耐

震
改
修
工
事
が
進
ま
な
い
と
い
う

の
は
大
き
な
課
題
と
感
じ
る
。
公

的
な
補
助
と
い
う
の
は
考
え
方
と

し
て
は
難
し
い
と
思
う
が
、
進
め

て
い
か
な
い
と
倒
壊
ゼ
ロ
は
な
か

な
か
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
、
令
和

６
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の

受
付
件
数
と
寄
附
金
額
及
び
令
和
７

審 査
ピックアップ
議　案
第73号

菊
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）
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年
度
の
受
付
件
数
と
寄
附
金
額
の
予

定
は
。令

和
６
年
度
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
は
、
11
月
末
現
在
で

寄
附
件
数
１
，３
２
１
件
、
寄
附
金

額
４
６
，３
７
１
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
令
和
７
年
度
の
寄
附
件
数
、

寄
附
金
額
の
予
定
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
件
数
、
金
額
と
も
12
月
が

年
間
全
体
の
約
４
割
を
占
め
る
た

め
、
本
年
12
月
の
状
況
や
ふ
る
さ

と
納
税
全
体
の
伸
び
率
、
Ｐ
Ｒ
等

に
よ
る
効
果
等
を
検
証
し
て
、
今

後
、
決
定
し
て
い
く
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
ふ
る
さ
と
納
税
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
が
、
12
月
が
勝
負
の
月
な

の
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
市
民
か
ら
広
め
て

も
ら
い
、
も
う
少
し
や
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
れ

ら
を
検
討
材
料
に
し
て
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

救
急
活
動
事
業
費
、
除
細
動
器

は
ど
の
よ
う
な
時
に
活
用
す
る
も
の

か
。
ま
た
、
保
守
点
検
期
間
は
。
附

属
品
CO2
セ
ン
サ
ー
の
役
割
は
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
同
じ
く
心
肺
停
止

状
態
の
傷
病
者
に
使
用
す
る
。
ま

た
、
こ
の
除
細
動
器
は
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
心
電

図
波
形
の
測
定
や
、
窒
息
な
ど
が

原
因
で
心
肺
停
止
と
な
っ
た
傷
病

者
に
医
師
の
指
示
に
よ
り
気
管
に

チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
し
、
空
気
の
通

り
道
を
確
保
す
る
気
管
挿
管
を
実

施
し
た
と
き
に
、
二
酸
化
炭
素
濃

度
を
測
定
す
る
こ
と
に
活
用
す
る
。

保
守
点
検
期
間
は
、
医
療
機
器
は

い
つ
、
い
か
な
る
と
き
も
正
確
な

数
値
に
よ
り
必
要
な
医
療
行
為
を

決
定
す
る
た
め
、
購
入
か
ら
４
年

目
、
７
年
目
で
実
施
し
て
お
り
、

10
年
目
で
救
急
車
の
更
新
と
合
わ

せ
て
更
新
し
て
い
る
。
附
属
品
の

CO2
セ
ン
サ
ー
の
役
割
は
、
気
管
挿

管
を
実
施
し
た
と
き
に
、
チ
ュ
ー

ブ
が
気
管
に
正
確
に
挿
入
で
き
て

い
る
か
を
、
肺
か
ら
排
出
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
濃
度
を
数
値
と
グ
ラ

フ
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
CO2
セ

ン
サ
ー
は
、
医
療
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
静
岡
県
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
議
会
で
決
め
ら
れ
た

救
急
活
動
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
お
い

て
も
最
重
要
資
機
材
と
さ
れ
て
い

る
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
除
細
動
器
と
CO2
セ
ン
サ
ー
に
つ

い
て
は
、
消
防
署
員
が
点
検
を
し

て
、
そ
の
中
で
セ
ン
サ
ー
異
常
や

機
器
の
異
状
を
確
認
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
点
検
に
出
し
て
は
じ
め

て
分
か
る
の
で
は
な
く
、
日
々
使

え
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。

障
害
児
通
所
支
援
費
、
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
費
増
加
数
が
１
８

４
人
か
ら
２
４
９
・
４
人
と
大
幅
に

増
え
て
い
る
が
、
要
因
は
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
対
象
者
で
あ
る
発
達
に
課
題

の
あ
る
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い

る
こ
と
、
療
育
の
場
と
し
て
の
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
認
識
が

広
が
っ
た
こ
と
、
ま
た
専
門
的
な

療
育
を
受
け
る
こ
と
で
、
成
人
に

な
っ
て
か
ら
の
課
題
を
減
ら
し
、

生
活
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、

早
期
の
療
育
を
希
望
す
る
保
護
者

が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
、
大
幅
増

の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
近

年
は
、
学
校
関
係
者
か
ら
の
相
談

や
、
軽
度
の
発
達
障
害
で
あ
っ
て

も
将
来
を
見
据
え
、
療
育
を
希
望

す
る
保
護
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
利
用
者
数
や
利
用

回
数
が
増
加
す
る
も
の
と
見
込
ん
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で
い
る
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
、
こ
ど
も
医
療
費
等
毎
年
必
ず

大
き
な
額
の
補
正
が
出
て
い
る
。

原
因
や
現
状
実
態
把
握
を
行
い
本

当
に
必
要
な
額
の
予
算
が
通
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

健
康
増
進
事
業
費
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
啓
発
チ
ラ
シ
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の

の
ぼ
り
旗
が
な
ぜ
今
必
要
か
。
債
務

負
担
が
か
け
ら
れ
て
い
る
が
企
画
内

容
は
検
討
さ
れ
た
の
か
。

今
年
度
新
た
な
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
菊
川
地
域
と
小
笠
地

域
の
２
カ
所
に
設
定
す
る
。
こ
の

２
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
や
歩

き
方
な
ど
を
掲
載
し
た
啓
発
チ
ラ

シ
は
、
市
制
20
周
年
記
念
事
業

「
き
く
が
わ
健
康
フ
ェ
ス
タ
」
に
お

け
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ブ
ー
ス
や
、

今
後
開
催
す
る
健
診
後
の
健
康
教

室
や
保
健
指
導
、
市
民
へ
の
健
康

教
育
の
場
、
出
張
健
康
相
談
事
業

等
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
啓
発
を
図
り
健

康
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
の
ぼ

り
旗
は
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算

で
計
上
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

令
和
６
年
度
に
明
治
安
田
生
命
保

険
相
互
会
社
か
ら
の
寄
附
金
で

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る
と
市
民
に
分
か
る
よ

う
な
、
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、
次

年
度
以
降
に
活
用
し
て
い
く
。
債

務
負
担
行
為
の
企
画
内
容
の
検
討

対
象
事
業
は
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

シ
ー
ト
の
印
刷
業
務
で
あ
る
。
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
は
、
新
規
参

加
者
の
増
加
や
青
年
期
・
壮
年
期

の
世
代
に
お
け
る
取
組
者
の
増
加

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
新
た
な

参
加
者
を
取
り
込
む
た
め
、
キ
ッ

ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
を
作
成
し
、

子
ど
も
と
そ
の
親
世
代
が
一
緒
に

取
り
組
め
る
よ
う
な
参
加
方
法
や

市
内
企
業
へ
の
呼
び
か
け
を
行
い
、

働
く
世
代
へ
の
取
組
が
増
加
す
る

よ
う
に
計
画
を
し
て
い
る
。
今
後
、

事
業
を
協
力
し
て
い
る
関
係
課
と

も
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
多
く
の

人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

次
年
度
の
準
備
を
し
て
い
く
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
事
業
評
価
で
、
子
ど
も
と
一
緒

に
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
な
ど
議

員
か
ら
の
提
案
も
か
な
り
加
味
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
事
業
評
価

を
や
っ
た
意
味
が
大
き
い
と
思

う
。
今
後
も
こ
う
い
う
形
で
一
つ

ず
つ
改
善
し
て
い
け
れ
ば
い
い
の

で
は
な
い
か
。

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
費
、
修
繕

が
必
要
と
な
っ
た
箇
所
、
修
繕
内
容
、

必
要
性
は
。
計
画
的
な
修
繕
は
で
き

な
い
の
か
。

今
回
３
カ
所
の
修
繕
が
必
要

と
な
っ
た
。
恒
温
恒
湿
庫
壁
パ
ネ

ル
の
修
繕
、
食
器
洗
浄
機
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
の
修
繕
、
プ
レ
ハ
ブ
冷
凍

庫
搬
送
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
修
繕

で
あ
る
。
こ
の
３
カ
所
は
、
突
発

的
と
い
う
よ
り
も
前
々
か
ら
機
器

が
大
分
古
く
、
不
具
合
が
あ
っ
た

為
、
今
回
計
画
的
に
修
繕
を
し
た

い
。

〈
執
行
部
回
答
後
の
議
員
意
見
〉

　
実
施
計
画
と
財
政
計
画
を
す
り

合
わ
せ
て
い
く
計
画
で
な
い
と
本

当
に
困
っ
た
と
き
に
急
い
で
や
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
施
設
・
設

備
は
何
年
に
補
修
で
何
や
っ
た
、

そ
こ
か
ら
ど
の
位
で
交
換
補
修
が

必
要
に
な
る
と
予
測
で
き
る
よ
う

な
、
職
員
が
変
わ
っ
て
も
見
ら
れ

る
よ
う
な
カ
ル
テ
的
な
も
の
が
必

要
で
あ
る
。
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災
害
時
の
大
型
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て

岳
洋
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
お
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
車
中
泊
や
テ
ン
ト
泊
が
考

え
ら
れ
て
い
る
が
、
発
着
場
基
準
で
は
幅

1
０
０
ｍ
長
さ
１
５
０
ｍ
程
度
の
広
さ
が

必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
避
難
所
の
運
営
に

考
慮
が
必
要
で
は
な
い
か
。

避
難
所
の
状
況
に
お
い
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
車
中
泊
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は

想
定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
状
況
に
応

じ
て
災
害
対
策
本
部
で
は
、
関
係
機
関
と

協
議
し
、
別
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
の
離
着
陸

を
選
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
避
難
所
運
営

委
員
会
と
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
防
災
訓
練
に
お
い
て
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
使
用
し
た
離
着
陸
訓
練
を
行
う

中
で
、
避
難
所
運
営
委
員
会
と
手
順
な
ど

を
確
認
し
て
い
る
。

内
水
被
害
の
軽
減
に
つ
い
て
、
浸
水

被
害
が
考
え
ら
れ
る
場
所
か
ら
河
川
本
流

へ
可
搬
ポ
ン
プ
な
ど
で
の
排
水
を
行
い
、

被
害
の
軽
減
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

見
解
を
伺
う
。

河
川
の
水
位
が
上
昇
し
た
場
合
、
外

水
氾
濫
に
よ
る
大
規
模
な
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
、
水
位
に
合
わ
せ
て
各
樋
門
は
閉

鎖
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
樋
門
を
閉

鎖
す
る
こ
と
に
よ
り
内
水
氾
濫
が
生
じ
る

が
、
可
搬
ポ
ン
プ
で
は
排
水
能
力
が
低
く

効
果
は
限
定
さ
れ
る
こ
と
や
、
設
置
に
は

危
険
が
伴
う
た
め
考
え
て
い
な
い
。
こ
の

た
め
、
国
の
直
轄
河
川
に
つ
い
て
は
排
水

能
力
に
期
待
が
で
き
、
安
全
対
策
に
も
配

慮
さ
れ
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ
車
の
配
置
を

国
土
交
通
省
へ
依
頼
し
、
被
害
の
軽
減
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
他
に
「『
置
き
配
』
で
CO2
削
減
と
物
流

問
題
改
善
へ
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

本会議の生中継や録画映像をインターネットに
より配信していますので、ぜひご覧ください。
また、会議録はホームページ、市役所４階議会
図書室、菊川文庫、小笠図書館で閲覧できます。

議会の映像配信をご覧いただくには

録画映像は
こちらから
ご覧になれます

生中継は
こちらから
ご覧になれます

菊川市議会 検索

まずは、菊川市ホームページ内
菊川市議会トップページへ

ここをクリック

（令和６年12月定例会の会議録は準備出来次第となります）

一 般 質 問
一般質問とは？
　議員が地域住民に密着している事
項や市の施策について、状況確認や
今後の方針について説明を求めるた
め質問を行います。また、市への政
策提言を行うこともあります。

質問議員：10名
※�議員名の下の（　 ）は、所属する会派
または政党を示します。

一 般一 般

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

災
害
対
応
に
つ
い
て
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12
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
の
災
害
発

生
後
に
体
調
を
崩
さ
れ
て
亡
く
な
っ
た
災

害
関
連
死
者
数
が
熊
本
地
震
の
死
者
数
を

超
え
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
災
害
発
生

後
の
対
応
が
災
害
関
連
死
の
減
少
に
大
き

く
影
響
す
る
た
め
、
災
害
発
生
後
の
安

心
・
安
全
に
つ
な
が
る
対
応
等
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

大
規
模
災
害
時
に
他
自
治
体
か
ら
応

援
職
員
を
受
入
れ
る
た
め
の
受
援
体
制
の

整
備
状
況
は
。

令
和
元
年
に
災
害
時
広
域
受
援
計
画

を
策
定
し
た
が
、
職
員
個
人
の
業
務
の
明

確
化
や
防
災
訓
練
で
の
参
加
者
の
意
見
な

ど
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
な
改
正
を
行

い
、
受
援
計
画
の
実
効
性
を
高
め
て
い
る
。

政
府
は
新
た
に
経
済
対
策
で
地
方
創

生
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
の
先
進
的
な

防
災
の
取
組
み
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
設

け
た
い
と
し
て
い
る
が
、
菊
川
市
と
し
て

交
付
金
の
活
用
方
法
は
。

現
時
点
で
は
制
度
の
詳
細
が
示
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
今
後
、
採
択
基
準
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
防

災
力
の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

災
害
発
生
後
の
環
境
改
善
を
目
的
と

し
た
、
地
区
セ
ン
タ
ー
の
停
電
時
に
お
け

る
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
。

現
在
、
地
区
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
発
電
機
や
通
信
シ
ス
テ
ム
用
の

バ
ッ
テ
リ
ー
は
備
え
て
い
る
が
、
今
後
、

地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
新
築
・
改
築
さ
れ

る
際
に
は
、
外
部
電
源
か
ら
の
電
力
供
給

に
よ
る
環
境
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

　
市
民
と
行
政
が
、
地
域
社
会
で
の
支
え

合
い
や
助
け
合
う
市
民
協
働
の
視
点
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

な
ど
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
機
会
の
創

出
や
交
流
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
職

員
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
と
い
う
プ
ロ
意
識
を
持
っ
て
市
民
と
協

働
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
が
求
め
る
役
場
・
職
員
の
意
識

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
民
協
働
を
進
め
る
た
め
に
は
、
職

員
と
市
民
が
同
じ
目
線
で
目
的
を
共
有
す

る
こ
と
や
、
現
場
に
足
を
運
び
声
を
聴
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

職
員
の
市
民
活
動
へ
の
参
加
促
進
に

関
す
る
考
え
を
伺
う
。

市
民
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
は
大
変

重
要
と
考
え
て
お
り
、
自
治
会
活
動
や
ス

ポ
少
の
指
導
者
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
る
。

職
員
の
社
会
貢
献
活
動
・
兼
業
に
対

す
る
考
え
を
伺
う
。

地
域
貢
献
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
総
務
省
の
検
討
会
の
状
況

を
注
視
し
、
兼
業
の
許
可
基
準
を
定
め
て

い
く
。市

長
の
“
市
民
と
の
交
流
の
あ
り

方
〟に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
就
任
以
来
、
私
の
人
と
な
り
や

公
務
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
市

民
と
の
交
流
機
会
づ
く
り
に
努
め
て
き
た
。

市
民
に
と
っ
て
「
よ
り
身
近
な
存
在
」
と

な
る
よ
う
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

一 般一 般

坪
井　
仲
治
（
み
ど
り

坪
井　
仲
治
（
み
ど
り
2121
））

発
災
後
の
安
心
・
安
全
を
求
め
て

一 般一 般

横
山　
隆
一
（
日
本
共
産
党
）

横
山　
隆
一
（
日
本
共
産
党
）

「
役
に
立
つ
役
場
」
と
市
民
協
働
に
つ
い
て
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一
般
社
団
法
人
日
本
補
聴
器
工
業
会
の

２
０
２
２
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本

の
難
聴
者
は
人
口
の
約
10
％
で
、
高
齢
化

に
伴
い
、
今
後
さ
ら
に
増
え
る
。
役
所
等

の
窓
口
で
は
、
老
眼
鏡
は
置
い
て
あ
る
が
、

耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
向
け
に
は
何
も
さ

れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
菊
川
市
で

は
高
齢
者
や
耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
な
ど

が
窓
口
業
務
を
利
用
す
る
際
、
筆
談
や
大

声
で
の
説
明
が
必
要
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
課
題

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
意

味
で
、
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
へ
の

考
え
を
伺
う
。

窓
口
業
務
は
、
市
民
が
直
接
、
市
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
重
要
な
場
面
で
あ
り
、

特
に
高
齢
者
や
耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
に

と
っ
て
、
そ
の
対
応
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
菊
川
市
と
し
て
、
困
難
や
課
題
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

耳
の
聞
こ
え
づ
ら
い
方
へ
の
窓
口
対

応
は
、
主
に
筆
談
や
大
き
め
な
声
で
対
応

し
て
い
る
が
、
手
間
と
時
間
が
か
か
り
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
配
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
ゆ
っ
く
り
、
分
か
り
や
す
い
言

葉
で
話
す
こ
と
に
心
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
活
用
し
、

文
字
で
確
認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
配
慮
し
て
い
る
。

他
市
で
の
事
例
を
考
慮
し
て
、
菊
川

市
で
も
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
軟
骨
電
動

式
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
の
見
解
を
伺
う
。

高
齢
者
の
利
用
が
多
い
プ
ラ
ザ
け
や

き
内
の
長
寿
介
護
課
窓
口
に
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
を
導
入
す
る
。
他
部
署
の
窓
口
に

も
貸
し
出
し
、
使
用
頻
度
や
利
便
性
効
果

を
検
証
し
て
い
く
。

菊
川
市
に
お
け
る
道
徳
の
授
業
の
位

置
づ
け
と
取
組
内
容
は
。

学
習
指
導
要
領
に
あ
る
よ
う
に
、
子

ど
も
達
が
豊
か
な
心
を
育
み
、
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
基
盤
を
培
う
極
め
て
重
要

な
時
間
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
親
切
・
思

い
や
り
、
相
互
理
解
・
寛
容
と
い
っ
た
内

容
の
指
導
や
、
初
代
静
岡
県
知
事
の
関
口

隆
吉
を
題
材
と
し
た
郷
土
愛
を
育
む
全
校

道
徳
、
学
年
を
超
え
た
話
合
い
の
授
業
等

も
行
っ
て
い
る
。

地
域
社
会
と
の
連
携
に
お
け
る
学
校

側
の
意
識
改
革
の
状
況
は
。

多
く
の
機
関
と
連
携
し
福
祉
教
育
、

人
権
教
育
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を
含
ん
だ
い

じ
め
防
止
教
育
等
を
行
っ
て
い
る
。
園
児

か
ら
高
校
生
ま
で
交
流
を
深
め
た
挨
拶
運

動
な
ど
様
々
な
取
組
を
地
域
と
連
携
し
進

め
る
中
で
、
心
を
育
み
、
い
じ
め
防
止
対

策
、
不
登
校
対
策
に
繋
げ
て
い
る
。

い
じ
め
調
査
と
実
態
の
乖
離
は
。

元
静
岡
大
学
特
任
教
授
を
講
師
と
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が
全
て
で
は
な

い
と
い
う
認
識
の
下
、
児
童
生
徒
理
解
や

教
育
相
談
に
取
り
組
む
よ
う
進
め
て
い
る
。

我
が
市
独
自
の
教
材
作
成
は
可
能
か
。

市
で
統
一
し
た
冊
子
の
作
成
は
可
能
。

題
材
の
準
備
、
市
で
統
一
す
る
調
整
が
必

要
。

新
規
不
登
校
児
は
減
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
弊
害
も
多
い
。
マ

ス
ク
着
用
の
弊
害
、
現
状
、
対
策
は
。

現
在
、
市
で
は
感
染
症
対
策
で
マ
ス

ク
着
用
の
指
示
は
出
し
て
い
な
い
が
、
マ

ス
ク
が
外
せ
な
い
子
が
い
る
の
は
事
実
。

マ
ス
ク
着
用
で
安
心
し
て
学
校
に
来
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
、
無
理
に
外
す
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

一 般一 般

織
部　
ひ
と
み
（
み
ど
り

織
部　
ひ
と
み
（
み
ど
り
2121
））

窓
口
業
務
の
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
の
導
入
を

一 般一 般

須
藤　
有
紀
（
み
ど
り

須
藤　
有
紀
（
み
ど
り
2121
））

道
徳
・
い
じ
め
・
不
登
校
に
つ
い
て
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県
に
届
け
出
て
あ
る
正
式
な
財
産
区

は
ど
こ
か
。

高
橋
財
産
区
と
内
田
財
産
区
の
２
カ

所
。　

市
で
把
握
し
て
い
る
財
産
区
は
。

高
橋
・
内
田
の
他
、
河
東
、
西
方
、

堀
之
内
地
区
で
各
１
団
体
、
横
地
地
区
で

３
団
体
、
河
城
地
区
で
７
団
体
、
六
郷
地

区
で
５
団
体
の
計
20
団
体
。

地
区
振
興
費
と
し
て
の
支
払
い
の
仕

方
は
。契

約
は
市
で
行
い
、
権
利
を
持
っ
て

い
る
地
区
へ
振
興
費
と
し
て
支
払
い
を
し

て
い
る
。

実
際
に
借
用
し
た
い
と
い
う
者
が
出

た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
形
で
相
談
す
る

の
か
。市

有
地
に
な
っ
て
い
る
の
で
市
に
相

談
が
来
る
。
財
産
区
の
場
合
は
市
か
ら
地

区
と
相
談
す
る
よ
う
に
伝
え
る
。

主
に
明
治
時
代
の
遺
物
の
よ
う
な
財

産
区
を
合
併
20
周
年
を
機
会
に
廃
止
し
た

ら
ど
う
か
。

市
の
方
で
受
け
取
っ
て
も
管
理
等
で

き
な
い
の
で
、
今
の
ま
ま
で
い
き
た
い
。

明
治
時
代
か
ら
の
話
と
い
う
側
面
も
あ
る

く
ら
い
の
話
、
相
手
も
あ
る
こ
と
、
広
く

今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
他
に
「
原
価
管
理
の
手
法
を
行
政
に
応

用
し
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
こ
と
を
質
問

し
ま
し
た
。

　
老
朽
化
す
る
市
内
の
小
中
学
校
の
プ
ー

ル
設
備
と
炎
天
下
の
体
育
授
業
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
水
泳
授
業
の
在
り
方
と

プ
ー
ル
設
備
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
。

現
時
点
で
具
体
的
な
改
修
計
画
は
な

い
が
、
将
来
的
な
更
新
や
大
規
模
改
修
に

備
え
、
学
校
間
の
共
同
利
用
や
民
間
委
託

の
可
能
性
を
含
め
た
計
画
作
成
が
必
要
。

体
育
授
業
に
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

活
用
は
可
能
か
。

水
泳
授
業
は
水
泳
技
術
習
得
、
体
力

向
上
な
ど
多
岐
に
渡
る
教
育
効
果
が
期
待

で
き
る
。
教
員
に
よ
る
指
導
を
継
続
す
る

方
針
。
た
だ
し
、
プ
ー
ル
維
持
が
困
難
な

場
合
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
施
設
利
用

も
検
討
。

水
泳
の
授
業
を
夏
場
か
ら
秋
口
に
変

更
し
て
行
う
こ
と
は
可
能
か
。

９
月
ま
で
の
運
用
は
夏
季
休
業
中
の

プ
ー
ル
管
理
が
必
要
。
経
費
面
や
職
員
の

働
き
方
な
ど
を
踏
ま
え
夏
季
休
業
前
が
適

当
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
は
、
例
年
よ
り

前
倒
し
し
６
月
初
旬
開
始
す
る
こ
と
が
有

効
。

プ
ー
ル
補
助
員
配
置
に
つ
い
て
。

プ
ー
ル
準
備
に
お
け
る
補
助
的
職
員

の
配
置
は
、
負
担
軽
減
が
可
能
な
業
務
の

一
例
。
様
々
な
方
策
で
教
員
の
働
き
方
改

革
を
進
め
て
い
く
。

プ
ー
ル
を
覆
う
屋
根
や
ネ
ッ
ト
の
設

備
は
予
算
的
に
も
法
令
的
に
も
厳
し
い
が

水
面
を
遮
光
す
る
手
段
は
な
い
か
。

全
国
的
に
も
例
が
少
な
く
、
天
候
や

安
全
面
な
ど
課
題
が
あ
る
。
水
面
の
遮
光

で
は
な
く
、
プ
ー
ル
の
開
始
時
期
を
工
夫

す
る
な
ど
、
ほ
か
の
手
法
を
考
え
る
。
現

時
点
で
は
水
面
の
遮
光
は
考
え
て
い
な
い
。

一 般一 般

渡
辺　
修
（
み
ど
り

渡
辺　
修
（
み
ど
り
2121
））

夏
場
の
水
泳
ほ
か
体
育
授
業
に
つ
い
て

一 般一 般

横
山　
陽
仁
（
至
誠
の
絆
）

横
山　
陽
仁
（
至
誠
の
絆
）

財
産
区
の
廃
止
に
つ
い
て
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掛
川
市
、
菊
川
市
の
可
燃
ご
み
は
、
掛

川
市
満
水
に
あ
る
環
境
資
源
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
燃
や
し
て
い
ま
す
。
今
日
の
質
問
は
生

ご
み
に
絞
り
ま
す
。
菊
川
市
は
年
間
約�

２
，２
６
８
ト
ン
市
民
の
生
ご
み
を
燃
し

て
い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
、
菊
川
病
院
、

お
お
ぞ
ら
認
定
こ
ど
も
園
の
生
ご
み
は
、

鈴
与
商
事
菊
川
バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
所
で
発

酵
メ
タ
ン
ガ
ス
発
電
を
し
て
、
最
後
は
肥

料
化
し
資
源
と
し
て
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

国
も
県
も
生
ご
み
問
題
は
地
方
自
治
体
に

任
せ
て
い
ま
す
。
豊
橋
市
の
環
境
部
の
バ

イ
オ
マ
ス
利
活
用
セ
ン
タ
ー
で
は
、
生
ご

み
・
下
水
処
理
場
の
汚
泥
・
し
尿
の
３
種

類
を
メ
タ
ン
菌
で
発
酵
さ
せ
、
発
電
、
１

年
間
で
１
，８
９
０
世
帯
の
電
気
を
作
り
、

残
り
か
す
は
炭
化
燃
料
と
し
て
利
用
し
て

い
ま
す
。
循
環
社
会
そ
の
も
の
で
す
。
ま

さ
に
資
源
活
用
、
無
駄
な
く
循
環
社
会
の

実
現
化
で
す
。
岡
山
県
真
庭
市
の
太
田
昇

市
長
は
「
今
を
生
き
る
一
人
の
人
間
の
義

務
と
し
て
、
ま
た
自
治
体
行
政
を
預
か
る

責
任
者
と
し
て
、
環
境
の
保
全
や
改
善
を

重
視
し
た
環
境
行
政
を
進
め
た
い
と
い
う

強
い
意
識
を
も
っ
て
い
ま
す
。」
と
発
言
。

　
学
校
と
地
域
住
民
等
が
力
を
合
わ
せ
学

校
運
営
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換
を
図

る
こ
と
で
地
域
の
課
題
解
決
に
も
つ
な
が

る
。

自
治
会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
へ
十
分
説
明
は
さ
れ
て
い
る
か
、

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
担
当
課
が
説
明
を
行
う

必
要
性
は
。

ま
だ
理
解
が
進
ん
で
い
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。
今
後
は
地
域
支
援
課
と
も
協

力
し
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
中
心
に
説
明
会
を

計
画
し
理
解
を
進
め
る
。

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
減
少
理
由

は
。

共
働
き
、
定
年
延
長
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
高
齢
化
等
全
体
的
に
働
き
方
が
変

わ
っ
て
い
る
社
会
環
境
の
変
化
が
影
響
し

て
い
る
。

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
は
各
学
舎
一
人
で
担
え
る
か
。

補
助
役
を
各
小
学
校
に
配
置
す
る
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
。

市
長
は
太
田
昇
市
長
の
よ
う
な
意
識

を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

地
球
温
暖
化
対
策
や
ご
み
の
削
減
な

ど
の
環
境
政
策
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
生
ご
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
発
生
の
抑
制
、
排
出
の
抑
制
、
適
正

な
処
理
を
講
じ
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
出
す
生
ご
み
か
ら
発
電
や
肥

料
化
す
る
事
業
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

現
時
点
で
具
体
的
な
事
業
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
他
市
の
視
察
や
調
査
を
行

い
、
課
題
を
整
理
し
て
い
る
段
階
で
す
。

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
地
域
を
担
う

人
材
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
放
課

後
子
ど
も
教
室
、
青
少
年
健
全
育
成
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
等
、
不
登
校
対
応
や
部
活

動
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
将
来
像
を

ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
。

安
全
部
門
、
部
活
動
な
ど
、
将
来
的

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
連
携
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
必
要
に
応
じ
て
担
当

部
署
と
協
議
し
、
さ
ら
な
る
活
動
の
活
性

化
の
た
め
よ
り
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

　
他
に
「
栄
養
教
諭
・
養
護
教
諭
・
学
校

事
務
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
」
質
問
し

ま
し
た
。

一 般一 般

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

織
部　
光
男
（
無
所
属
）

生
ご
み
は
資
源
、
燃
や
さ
な
い
で
！

一 般一 般

倉
部　
光
世
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

倉
部　
光
世
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
こ
れ
か
ら
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議
会
豆
知
識

一部事務組合とは
　一部事務組合とは、複数の市町村などが行政サービスの一部を共同で行うことを目的
として設置する行政機関のことを指します。組合自体が一つの地方自治体とされ、組合
には議会を置くこととされています。隣接する中・小規模な市町村が消防やごみ処理、
火葬場等の運営を行うために設けることがあります。菊川市では、８組合（12施設）を
隣接する市町と共同で運営しています。菊川市の組合は次のとおりです。

組合名 事務事業 施設名
牧之原市・菊川市学校組合 保育園・小中学校 牧之原小学校・中学校・保育園

東遠学園組合 障害児者施設

東遠学園（児童部・青年部）
東遠地区生活支援センター（サービス部、
相談部）
児童発達支援センター（めばえ、みなみめ
ばえ、きためばえ、ひがしめばえ）

小笠老人ホーム施設組合 養護老人ホーム 小笠老人ホーム（小笠の郷）
中東遠看護専門学校組合 看護学校 東海アクシス看護専門学校
東遠地区聖苑組合 火葬場 東遠地区聖苑
掛川市・菊川市衛生施設組合 ごみ処理 環境資源ギャラリー
東遠工業用水道組合 工業用水道事業 東遠工業用水道
東遠広域施設組合 し尿処理 東遠衛生センター

　
自
治
体
の
第
一
使
命
は
、
住
民
の
命
を

守
る
こ
と
で
す
。
今
回
は
令
和
３
年
の
一

般
質
問
を
踏
ま
え
て
、
リ
ス
ク
の
高
い
要

支
援
者
の
防
災
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し

ま
す
。令

和
３
年
の
一
般
質
問
で
、
福
祉
避

難
所
へ
の
直
接
避
難
に
つ
い
て
「
今
後
策

定
を
予
定
し
て
い
る
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の

中
で
事
前
に
福
祉
避
難
所
へ
の
受
入
れ
対

象
者
を
特
定
す
る
こ
と
に
係
る
課
題
等
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
方
法
に
つ
い

て
定
め
て
い
く
予
定
」
と
市
長
か
ら
答
弁

が
あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
検
討
状
況
及
び
実
施
方
針
を
伺
う
。

直
接
避
難
の
事
前
受
入
れ
対
象
者
の

調
整
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
３
月
に
策

定
し
た
避
難
行
動
要
支
援
者
避
難
支
援
プ

ラ
ン
に
基
づ
き
、
今
後
、
高
齢
者
や
障
が

い
者
な
ど
の
要
支
援
者
に
つ
い
て
個
別
避

難
計
画
を
作
成
し
て
い
く
な
か
で
、
個
々

の
状
況
の
確
認
を
行
い
、
直
接
避
難
す
べ

き
か
ど
う
か
を
検
討
、
判
断
し
、
受
入
れ

施
設
側
と
の
協
議
も
行
い
な
が
ら
調
整
を

進
め
て
い
く
。
ま
た
、
福
祉
避
難
所
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
に
整
備
し
て
い
る

「
菊
川
市
福
祉
避
難
所
開
設
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
お
い
て
も
直
接
避
難
に
関
す
る

項
目
を
追
加
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
６
年

３
月
に
福
祉
避
難
所
の
協
定
事
業
所
に
説

明
す
る
と
と
も
に
、
７
月
か
ら
８
月
に
か

け
て
は
事
前
受
入
れ
対
象
者
の
調
整
に
必

要
な
協
定
事
業
所
の
受
入
れ
可
能
人
数
の

確
認
と
福
祉
避
難
所
の
迅
速
な
開
設
が
で

き
る
よ
う
、
資
機
材
の
保
管
場
所
や
数
量

の
確
認
を
行
っ
た
。

　
他
に
「
保
育
施
設
の
気
に
な
る
子
等
の

支
援
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
診
票

の
取
り
扱
い
」
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

一 般一 般

渥
美　
嘉
樹
（
至
誠
の
絆
）

渥
美　
嘉
樹
（
至
誠
の
絆
）

住
民
の
命
を
守
る
防
災
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　表紙の写真、季節感があっ
て良いです。どこの風景か、

すみにかいてほしいです。
　議会への意見受け付けていますの文字が、高
齢者には見にくいかもしれません。

投稿者より

　素晴らしい質問と答弁の数々
を拝聴させていただき、ありが

とうございました。
　こうした議会の様子を市民ともっと共有して
いくことが、よりよい菊川市のために必要だと
改めて感じました。

傍聴者より

　傍聴させていただき、議員さ
ん、市長および職員さんのナマ

の声を聴けたことが良い勉強になりました。
　反問権の行使は初めて見させていただきました。
　議員さんと行政側の意志を疎通させること
は、市民にとっても理解を深める上で良かった
と思います。
　本来は、質問前に擦り合わせておくべきだと
は思いますが、議会をわかりやすく、開かれた
ものにしていく意味から、必要に応じて積極的
に実施していただければと思いました。

傍聴者より

　11月号とても読み応えあり
ました。

　不安定な世の中で、物価や光熱費など高騰し
生活も厳しいですが、菊川市の為に議員の方と
市民の皆さんが質疑応答でコミュニケーション
が取れるのは有り難い事だなと思いました。
　南海トラフ等今後起こる可能性のある災害
で、携帯トイレの必要性を分かりつつもまだま
だ備蓄出来ていません。市民一人一人が重要性
を認知し、いざという時に慌てないようにしっ
かり認識しなければ！と思いました。おすすめ
の商品などあれば紹介してほしいです！

投稿者より

　初めて傍聴しました。厳正の
中でも、発言の自由や少々の

ユーモアを感じました。真摯な答弁でした。
　防災、災害後の対応についての取り組み（質
問）は、重要なことですので、今後も深く議論
して頂きたいです。
　又、その取り組み（現場での）には市民協働
が不可欠です。

傍聴者より

　一般質問を傍聴しに来まし
た。質問の内容もそうですが、

人柄に優しさや温かさが感じられ、とても良
かったです。
　又、教育長、教育課長の答弁も子どもへの愛
情が感じられるとても良い答弁だと思いました。
　ありがとうございました。

傍聴者より

　ご感想やご意見ありがとうございます。
　議会だよりのご購読、ご関心をお持ち
いただきまして大変うれしく感じます。
　わかりやすく見やすくできるよう検討
してまいります。

≪皆さまの声をお聴かせください≫
「議会のひろば」を読んだ感想や意見をお寄せください。

もれなく菊川市議会特製
“きくのんクリアファイル ”をプレゼント‼

※�議会への要望や意見なども受け付けています。※�議会への要望や意見なども受け付けています。
※�クリアファイルの郵送のため、住所と連絡先も記載ください。※�クリアファイルの郵送のため、住所と連絡先も記載ください。

●メール　gikai@city.kikugawa.shizuoka.jp●メール　gikai@city.kikugawa.shizuoka.jp
●ＦＡＸ　（0537）35－2116●ＦＡＸ　（0537）35－2116
●郵送先　〒439-8650　静岡県菊川市堀之内61番地●郵送先　〒439-8650　静岡県菊川市堀之内61番地

メール送信は
こちらのＱＲ
コードを読み取
ると便利です。
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他市議会からの視察の受け入れ

議員研究会について
　11月14日に菊川市議会では「ネットゼロ社会に向けた自治体の取組について」というテーマで、議員研
究会を開催しました。静岡県から講師２名をお迎えし、「脱炭素社会実現に向けた県の取組」として、地
球温暖化や気候変動といった地球を取り巻く自然環境の変化や、国内外の地球温暖化に関する最近の動き、
また、県として取り組んでいる「静岡県地球温暖化対策実行計画」について、ご講義いただきました。

　令和６年８月～令和７年1月末までの期間に「菊川市、菊川市議会を参考にしたい」と
５件の行政視察をお受けしました。

菊川市までお越しくださった皆さま、ありがとうございました。

受け入れ実績（令和７年１月末時点）

８月１日　朝霞地区議長会
	 　和光市・新座市
	 　朝霞市・志木市

10月25日　埼玉県入間郡三芳町議会　
	 　厚生文教常任委員会

10月30日　兵庫県三木市議会　
	 　議会運営委員会

11月６日　茨城県日立市議会　
	 　広報広聴委員会

11月６日　岩手県滝沢市　
	 　会派「滝政会」「公明党」

菊川市議会だより 議会のひろば　13
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意 見 書 を 提 出 し ま し た

提 言 書 を 提 出 し ま し た

国の負担で学校給食の無償化を求める意見書
　学校給食は、学校給食法第１条に「食育の推進」がその役割を目的として規定され
ています。令和５年度学校給食実施状況等調査によると全国平均で小学校が年間に
５万1,568円、中学校が５万9,037円と、給食費の負担が大きい状況です。令和５年４月に
こども家庭庁が発足し、「こども未来戦略方針」において、学校給食の無償化に向け、全国ベースで
の学校給食の実体調査が進められています。財政余力が十分でなく無償化の実施が困難な自治体も多
い中、義務教育の家庭の費用負担で自治体間格差が生じることは問題であり、格差を最小限に留める
よう努力することは国の務めです。学校教育の一環としての豊かな学校給食を保障するとともに、全
国あらゆる学校での給食費を無償とするには、国の財政措置が必要不可欠であることから、本市議会
は、国に対し、国の責任において財源確保を行い、学校給食費の無償化の実現のため、十分な財政措
置を講じることを強く求めます。
<提出先>　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、内閣官房長官

提言書本文は下記のURLまたはQRコードからご覧ください。

http://www.city.kikugawa.shizuoka.jp/gikaijimu/
katudouhoukoku/documents/r6-12kyuusyokumusyoukaikennsyo.pdf

　10月25日に菊川市議会一般会計予算決算委員会から市に対して提言書を提出しました。
　提言書では、９月定例会で行った令和５年度決算審査の内容を踏まえ、令和７年度当
初予算編成の際に配慮すべきことについて、菊川市総合計画の５つの基本目標ごとに
意見をまとめました。令和７年度は、第２次菊川市総合計画の最終年度となるため、
これまでの各事業の精査・検証を行い、第３次菊川市総合計画に向けて新たな一歩となる魅力
ある予算編成を期待するとして、提言書を議長から市長に手渡しました。

菊川市総合計画の５つの基本目標
１．子どもがいきいき育つまち（子育て/教育）
２．健康で元気に暮らせるまち（保険/福祉/医療/社会教育）
３．活力にあふれ地域の良さを伸ばすまち（産業/観光）
４．快適な環境で安心して暮らせるまち（防災/環境/社会資本整備）
５．まちづくりに市民と行政が共に取り組むまち（コミュニティ/自助/共助/公助）＋行政運営

提言書本文は下記のURLまたはQRコードからご覧ください。

http://www.city.kikugawa.shizuoka.jp/gikaijimu/
katudouhoukoku/documents/r6yosannkessannteigennsyo.pdf
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きかせてきかせてママママのの声声

表紙の写真

　長男の小学校入学を機に私の地元である菊川に越して
きました。地域の皆さんにはとても温かく迎え入れてい
ただきました。散歩等でお会いすると子どもたちに「ま
た大きくなったね」「学校楽しい？」など声をかけてくれ
る方がたくさん居て子どもの成長を一緒に見守っていた
だけて本当に幸せだなと感じています。市内には図書館
や公園などの施設も整っていてよく利用します。子ども
が楽しめるイベントもたくさんあり2025年もどんなイベ
ントがあるが楽しみにしています。

菊川市に住むお母さんに
聞きました。Ｖｏｌ.3６

　２月定例会の予定  （各日とも午前９時～）
２月

12日（水）
施政方針・議案の提案説明

13日（木）
19日（水） 質疑・討論・委員会付託

３月
３月４日（火） 委員長報告・質疑・討論・採決
５日（水） 代表質問
６日（木）

一般質問
７日（金）
27日（木） 委員長報告・質疑・討論・採決
28日（金） 予備日

※予定が変更になる場合がありますので、
　事前に議会事務局（35-0941）へご確認ください。

５月発行予定です。
（年４回発行）
� お楽しみに！

次回の議会のひろばは

編編集集後後記記
　市議会議員の任期は１期４年。全17名の菊川市議会議員は、
この12月議会を最後に新たなメンバーに入れ替わります。一
般質問は、「もっと良い菊川市政にしていきたい」という思
いが詰まった内容が多い印象でした。また、「赤土リサイク
ルステーション」にお話を伺った特集も、他自治体と比べて
ごみ排出量が少ない菊川市ならではの内容となりました。
　菊川市の未来が、これから益々明るく開けていくことを祈
ります。� （編集委員　須藤有紀）

撮影地：菊川市下平川

【無料】地域住民と自治体をつなぐアプリ「マチイロ」
菊川市議会だより「議会のひろば」も登録しています！

菊川市の風景を紹介していきます。

国指定重要文化財　黒田家住宅
　「竹あかり展」
　　社会教育課撮影

澤 村 智 美 さん
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№
81

令
和
７
年

２
月
20日

菊
川
市
議
会
だ
よ
り
議
会
の
ひ
ろ
ば

本会議・委員会などを傍聴
できます。開催日に議会事
務局へお越しください。

傍　聴

特定のことについて、議会
などに実情を訴え、適切な
措置を要請できます。

陳情・請願

委員会審査案件の審査経緯、
結果などについて、説明会
の開催を要求できます。

市民説明会

あなたもできるあなたもできるこんなこと！こんなこと！

請
願
書

処分するときは雑がみとして

リサイクルを！
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